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献　呈　の　辞
経営学部長小笠原　英司
　ヴァンスE．ジョンソン先生は，この度，一身上のご都合により本年3月をもっ
て本学を退職されることになりました。満期定年退職まで3年を残してのご退職で
あり，いつもと変わらぬ先生のご様子に接している今日も，まだ先生のご退職を実
感できません。先生には経営学部の長老として，また和泉の重鎮としてもう少しご
活躍頂きたかったと切に思います。先生のご希望で選択定年退職されるのは，ご家
庭の事情等によることとはいえ，とても残念でなりません。
　先生は1984年4月に経営学部にとって初のネイティブ英語教員として本学部専
任助教授に迎えられ，爾来26年間の長きにわたって経営学部の英語教育に携わっ
てこられました。経営学部の英語教育は学部国際教育の中心に位置するばかりでな
く，学部カリキュラムの更なる国際化を推進するエンジン役を果たしています。そ
のなかで，ジョンソン先生は長らく唯一人の英語圏ネイティブとして貴重な役割を
果たして下さいました。とりわけ，本学部の国際教育プログラムの出発点となった
IBPは先生のアイデアと実行力で実現した産物であり，先生の功績の一つとして特
筆したいと思います。
　また，詳しくは先生の業績一覧にあるように，先生は英語学の専門の立場から日
本英語検定試験審査員をはじめ，特にわが国における英語教育方法の開発に長年に
わたり貢献されました。そして言うまでもなく，本学部の英語教育は歴代の教員と
現スタッフの努力によってこれまで顕著な成果を挙げてきましたが，わけてもジョ
ンソン先生のフレッシュでヴィヴィッドな英語教育の実践によって，教養としての
英語とコミュニケーション・ツールとしての英語の両面がよりバランスのとれたも
のになりました。
　先生の渋みのあるお声や静かな落ち着きのあるお話しぶり，誰にでもジェントル
でフレンドリーなふるまいは，私たち同僚だけではなく学生にも絶大な人気を得て
きました。異国での長年の生活は，いろいろご苦労や心労もあったのではないかと
拝察しますが，先生はそのことを決して表には出しませんでした。アメリカ人のジョ
ンソン先生に，日本で失われたサムライ精神を見る想いがします。
　この度，先生の多大のご功績をたたえ，多年にわたるご指導に感謝の念をこめ，
ここに本号を先生の退職記念として刊行することになりました。先生の弥栄のご健
勝をお祈り申し上げ，謹んで献呈の辞と致します。
2010年3月24日
